
広報きたあきた　2017.　8.　113 12広報きたあきた　2017.　8.　1

　親子でふれあい遊びを楽しむ「きらきらタイム」
が、６月26日にねまーる広場で開催され、親子６組
が参加しました。
　きらきらタイムは、絵本の読み聞かせや身体を
使った遊びなどをとおして、子どもたちのふれあい
やお母さんたちのコミュニケーションの場を作るた
めに開催しています。
　この日は、スタッフが演奏するピアノに合わせて
手を動かしたり、歌を歌ったりするなど、親子のふ
れあいを楽しみました。

　今後の開催日は、ねまーる広場内の掲示板等でお
知らせします。

　定期講座「北秋田イングリッシュサポーター養成
講座」が、６月13日から市民ふれあいプラザでス
タートしました。
　この講座は、北秋田市の魅力を再発見し、英語で
発信することを目標としています。
　初回は、受講生14人が参加し、講座の内容を確
認したほか、講師の高橋美由紀さんの自己紹介や受
講生同士でペアを作り、英語でお互いを紹介しまし
た。２回目は６月27日に行われ、テキストを使い
英会話の基本を学びました。

　次回からは、グループごとのプレゼンテーション
発表に向けた英会話のレッスンもしていきます。
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　▲ピアノ演奏に合わせて手を動かす親子

地域の魅力を伝えるために地域の魅力を伝えるために

　▲英語でお互いを紹介する参加者たち
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【日　時】　８月20日（日）
　　　　　開場：13時／開演：13時30分
【会　場】　北秋田市民ふれあいプラザ
【問合せ】　生涯学習課文化係　☎62-6618
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